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は じ め に
およそ外国語を学ぽうとする者には,何 らかの動機 ・目的が あるはず
で,それを無視 した教育を行 なうことは許 されない。同時に,外 国語教育
も教育 である以上,教 える側 の主体性を失ってはならないことは言 うまで
もない。外国人に対する日本語教育でもそうである。 ところが,成人の外
国入を相手 とする目本語教育 では,教育内容や方法について,何 かと学習
者から注文や苦情が来る。まだ日本語 とその背景にっいての知識 を持たな
い うちは,独 断的で便宜的な要求が多い。 ま た,学 習者の周辺の第三者
が,目本人 と外国人 とを問わず,目 本語教育の何たるかも知 らずに,岡 目
八 目的な意見 を吐 くこともある。このような注文や意見にも耳をかさ豫け




採 るべき教授方法の理論的根拠について述べたいと思 うが,採 るべき教授
方法は一つではない。学習者 の目的にもいろいろあり,母国語 ・環境 ・年
齢 などもさまざまである。ひとくちに日本語教育 といっても,条件 を異 に
する種々の揚合がある。教授法 もそれぞれの場合に応 じて研究され実践 さ
れるべきものである。 しかし,そ のような種々の揚合の教授法について,
いちいち述べることはとてもできないので,本 稿では教授法の基本的な問
題 として文宇教育 を取 り上げることにする。
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1・ 日本語教育の主体性



















よって目標 とする程度が異なる.③ は農 ・エ ・鉱 ・水産などの産業,通信・
医療 ・衛生などの技術の研修 を受けるために来 日する外国人で,そ の数は
公的機関を通じる者だ け で も1972年度は2,600名余であった。 研修生は
本国でr応 の技術 を修得 しているので,研修期問は短い。研修部門によっ
てちがうが,3か 月から6か月くらいである。そのあいだの研修に必要 と
する目本語の程度は部門によってちがうが,共 通しているのは一般的な日
常会話と研修現揚で必要 とする職揚用語の習得 を眉標 とすることである。
④は大学の学部または大学院で,日本人学生に交じって正規の課程 を履修
すること.を目的とする留学生で,そ れに必要痕 日本語能力が 目標である。
⑤は専門分野での日本研究,い わゆるJapanologyの研究者たちである。
日本語で専門的な文献を読む能力ばか りでな く,日本 の社会での実地調査





ざまであるが,そ の背後には共通の社会的要因があると思 う。その要因 と













② 国際的な政治 ・経済の問題 を国連その他の国際会議によって処理 し
ようとする現在の動向。







質文化を吸収するばかりでな く,やがてその異なる文化圏の文化 を自分 の
文化圏に持ち帰ることになる。持ち帰 られた他の文化圏の学術 ・技術 ・芸
術 ・生活様式などは,自 国の文化の中に移植 されて,・そこに別の新しい文
化 を生み出す。それがまた他の文化圏へ,あ るいはもとの文化圏へ移植 さ
れ る.社会が留学生の交換制度に期待するものは,こ のような異質文化 の
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摂取交流による文化の進歩 にほかならない と思 う。 このような文化の交流
は,外 国語の相互学習 によって,は じめて可能 になるのである。 日本語教
育 の意義はそこにあると思 う。
外国入の目本語学習が,上 に述べたような実 を結ぶかどうかは,教 える
教師が目本語教育の意義を認識しているかどうかにかかっている。個々の
学習者の個人的要求に応 じて言われるままに教えるというのではなく,学




は文字である。 日本語の文字には,ひ らがな ・カタカナ ・漢字の3種類 が







にもある。音声言語の理解 ・表現には文字は使われないという理 由か ら,
また,学 習期間が短いとい う理由で,文 字 を教えないで済ますのであるる
ほかの言語を外国語 として教える場合に,文 宇を教えないで済ます とい う
ことはまず考えられない。 ところが,目本語にはそれがあるのである。
成人の学習者の場合,音 声言語のみの学習 といっても,これまでの生活
や学習で,文字を使用 してきた者が,文字な'しで学習す ることは,こ とに
短期間の学習であればなおさらのこと,不可能であろう。認識 ・記憶の手
段 としてこれまで文字に頼 ることを習慣 としてぎた成人にとっては,文 字
なしの学習は耐えがたい。そこで,日本語以外の言語の文字 による日本語
の発音表記 という手段が取 られる。一般にはローマ字が使われる。 日本人
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語 を書けぱ外国人にも容易に読めると一般に信 じられているが,そ れは日
本語学習の場合のことではない。入名 ・地名など固有名詞 を識別するには
痩利である。 目本語を習 う外国人にとって,音 声を ローマ字で習 うこと・
は,一見便利であるかに見えるけれ'ども,日本語の正 しい発音を習 うとい
うことか らすれば不便 この上 もない。ローマ字で書かれたものを見て,目
本語の音声 を正 しく再生することは,ど んなローマ字つづ り宇法を用いて
もむずかしいことである。ことに,母 国語でローマ字 を常用している外国
人は,耳一マ字 と結び付いた母国語の発音 ・イン トネーションを呼ぴ起 こ









中 くらいのもので,も し一般の日本人社会にはいって生活 しようとするな
ら,文字なしの音声言語のみでは,行動が不 自由である。ことに,短期速
成の不十分な会話能力 を補 うのは文字の知識であると知 らなけれぱならな
い。それはほかの国での外国人の場合 も同じである。現代社会は文盲の存
在 を予想 していないのである。
以上の理由で,い わゆる日常会話のみの習得 を目標 とする学習者に対 し













れている教授滞は,大 別すると この二つの方法の どち らかに属 している。
どちらを採 るかにっいては,そ れぞれに理由がある。
音声学習を先 にして,文 宇学習 をおそ く始める方法を採るのはつぎのよ
う.な理由による。
音声言語 と文字言語はもともと異質のものであるから,学習方法 も違 う
わけである。異なる学習方法のものを同時に行な うことは不利である。音




ない。すなわち,ロ ー々字つづ りの母音 と子音の組み和わせは音素を示す
もので,こ れi二よって正 しい発音 を指導するこ≒ができる。動詞の活用 を
説明するにも都合がよく,学習者 にとっても理解 しやすい。
何 と言っても,日本語の文字組織はあまりにむずかしいので,入門の初段
階では見慣れた・一マ字 を使 う方が学習者の抵抗 がない。むずかしい 日本
文字は,学習が進んで音声言語の基礎が固まってから教えるべきである。




れ ているが,で は文字学習開始の時期をいつにするか とい う点で多少のち
がいがある。だいたい180時問お くれて始めるのが多いようである。
音声学習 と文字学習を同時に始める方法 を採 るのはっ ぎのような理 由に
よる。
成人の学習者は文字を使って学習す ることが習慣づけられている。もし
音声のみを教えて文字を与えなければ,自 国語の表記法で外国語 を記 して
で も文字 を使おうとす る、これは正書法習得の障害になるぽか りでな く,
音声学習にもよくない。その理 由は前 にローマ字使用 に関 して述べたとお
りである。
W.M.Riversは『外国語教育 と心理学』の中で大要つぎのように言 っ
ている。学習者 は口頭で練習すべきことがらを文字で示 され るこ とに ょ
り,確信をもって練習することができる。また,音声 と文字 との連合の訓






日本語 のかなは1文宇が1音 節を表わしているので,そ れによって目本
語 の音声上 の特質であるr拍 」 について会得させることができる。 また・
目本語のアクセントも,か なで教える方が効果的に行な うことができる。
「拍」やアクセントは,よ ほ ど聴覚の訓練を経た学習者でないと,音 声だ
けで,あるいは・一マ字を使 って効果的に教えることはむずかしい。この点




(1964),五十 嵐二 郎 訳,外 国語 教 育 と心 理 学(1967・紀 伊 國 屋 書 店)p・105-106・
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きる。学習材料 の少 ない この時期 こそ,文 字学習 を始 める好 機であ る。 テ
ー プレコーダー を使 って音声 と文字 の 自習 を同時 に行 な うこ ともで き る。
文宇 と音声 は本来別 々の生理運動 に よるものであるが・ この二 つ は言 語
活動 の両面 をそれ ぞれ にな うもので ある。 したがって,両 者 の連合 におい
て練習す るのが合理 的で ある、
文字 を教 え,学 ぶ とい う作業は,教 師 と学習者 のあいだに実際的 な コ ミ
ニニケー ションを伴 な うものであ る。 この機会 を利用 して,仮 想的 で な


















この困難 と取 り緯む研究や実験が方々で行なわれている。その結果 ・入
門 と同時に文字 を教える方法が採 られるようになった。東京外国語大学附
属 日本語学校では,は じめの2週間で 『にほんご ひらがなと かたか
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な1)』を使 ってひ らがなを教 え,つ づいて 『日本語2}』にはい る。 早稲 田
大学語学教育研 究所で は・第一ぺ一 ジか ら日本文字 を使 ったF外 国学生用
目本語教科書初級3)』を使 っている。
ミシガ ン大学極 東語学文学科 の名柄迫,加 藤俊一 の両氏 は 「葦一マ宇 の
使用 を完全 に廃 止 した」理 由をおよそつ ぎのよ うに述べ てい る41。
① 旧来 のロー マ字化 したテキス トを慎 って,ロ ー マ字 が早 く読 める学
生 を養成す るこ とは無意味 である。 日常 の 日本語表記 を考 える と,・ 一マ
宇 によるテキス トの使用 は英語 を母国語 とす る学生 に とって時 間の浪費 で
あるq
② 学生 はロー マ宇 によって母国語 の干渉 を起 こす.か な表記 によって
ただちに 日本語 の音 を連想す るよ うに教育す るのがよい。
⑥ かな文字 を文法 の語明 な どに使用す る と,学 生 は読み書 きが 日本語
学習の全部 または要点 だ と考 えやすい よ うに思 われ るが,β 一マ字 を使用
しても話 し聞 くことを怠 った授業 をすれ ば同 じことで ある。要 は教師 が ど
の ような指導 をす るかであ嶺。
④ 学生 がかなに慣れ ない最初 の3～4時 問 を除 けば,漢 字 を一度 に多
く出さないかぎ り,そ れ ほど障害 はない。
⑤ か な文宇 との接触 を極 度 に増加す ることによって,か な文宇文,ひ
いては漢字交 り文 を扱 う熟達度 が増加 し,ま す ます ロー マ字依存 を無意 味
にす る とい う好循環 が生 まれ る。
大要以上 の よ うな理 由で,1971年か ら目本文字 によるテキス ト5)に切 ρ
替 えた結果 は,「AUfal-Ofa1のskiliは決 して低下せず,読 み書 きのカ は
著 しい進歩が ある」 と報告 してい る。
そ のほか,ジ ョージ ・タ ウン大学 で も,殖 一マ字時代 をな くした」 と
一〉 東 京 外 国語 大 学 附 属 日本 語 学校,の72。
2)同 上 。
3)早 稲 田大 学 語 学 教 育 研究 所,改 訂版1972。
4)「 ミシ ガ ン大 学 にお け る基 礎 日本 語 講 座 の問 題 点 と特 色 」日本 語 教 育 第 ⑲ 号,
1973,日本 語 教 育 学 会 。
5〉 対 外 日本 語教 育 振 興 会,1且tens二veCQ肛seinJapan㏄e1970,ラン ゲ ー ジ ・サ
ー ビス。
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い う四倉早葉氏 の報告 が あるエ1。国際基督教大学 目本語科 では発音記 号 と
しての工夫 を加 えた ローマ字 と併行 して,最 初 か らかな ・漢字 を使 う方法
を採 ってい る2)。最初か らで はない が・一マ字 と併行 して文字 を教 える方
法 を採用 してい る ところは多 い。 広 く使われ てい るBeginningJapanese
の著者E.H.Jordenは文字学習 開始 の時期 を同書Part1(20課)を終 え
た とき,少 な くとも10～5課 を終 えたとき としている。BasicJapanese
foエCollegeStudentsの著者TamakoNiwa&MayakoMatsud風は同
書 の6課 を終 えた ときに文宇学習 を始 めるこ とを勧 めている。音声学習入
門 と文字学習開始 の時聞的ずれ(t廟elag)は短 か くなってレ・く傾 向に あ
る、極度 に短 か くなる と同時 に行 な うこ とになる。
筆者 が1卯2年 秋 か ら73年春 にかけて,ヨ ー ロッパ諸 国の大学 を訪 問 し
て回 った際・多 くの大学 で文宇教 育 につい ての研究 が行 なわれ,そ の成 果
としてつ ぎのよ うな方法 が採 られ ているの を見 た。
ロン ドン大学SOASで は ロー マ字 の例文 と英語 に よって文法 を学 ぶ か
たわ ら,最 初 の3週 間でひ らがな ・カ タカナを習得 させ る。同大学P.G・
o'Nen1教授 のJapaneseKaa巳wQrkbQok3)によって 自習 させるP
シェフィール ド大学 目本研 究センターでは,は じめに英語 で十分 な予備
知識 を与 えておいて,LLを 使 って発音 と同時 にかなを教 える、 また,テ
レビカメラで大写 しして,NelSQ且の漢英辞典 の引 き方 を教 え,各 自に練
習 させ ていた。テ キス トは・一マ字 を使わない。
パ リ第3大 学東洋学研 究所 でもLLを 利用 して4週 間以内にひ らが なの
すべ てを教 える、 ローマ字 は一切 使わず,漢 字500を含 むテキス トを5か
月 で終 える。
モ スクワ大学 日本 語科 は珍 し くカ タカナか ら始 める。カ タカナの方が ひ
らが なよ りも漢 字の形態 に近い し,直 線 が多 くて書 きや すい とい うのが理
1)「 米 国 にお け る 日本 語 教 育 』 日本 語教 育 第10号,1967,目本 語 教育 学 会 。
2)国 際 基 督教 大 学,Modc【nJapaneso魚工Un至▽c【sitySuldentsPaエtIン(再々 言丁
版1970),小出 詞 子 「目本 語 教 育 に つ い て」 「日本 語 教 授 法 の諸 問 題 』 所 載(1972,
文 化 庁 〉p・256・
3)1967,Kod且nshaInterna亡ionalLtd.
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由である。書 くときは2Bの 柔 かいえんぴ つを使 ってひ らがな ・漢宇 の書
体 に慣 れ させ るな ど,こ まかい配 慮 をしている。 ここで もローマ字 は使 わ
ない。
レニ ングラー ド大学 目本語科 では,導 入期 の2週 間で発音 とひ らがな を
教 え,第3週 か ら国際学友会 の巻1に はいる。
ワル シャワ大学 日本学科 もかな ・漢 字 で始 めるが,・ 一マ字書 きの 日本
文 をか な漢 字交 り文 に書 きなお させ る練習や テス トを行 な う。1年 問 に漢
字300を教 える,
ボン大学 東洋言語研究所 日本 語学科 はJordenのテキス トを使 うがひ ら
が なは2時 聞 目か ら教 える。漢 字 もむず かしいか ら早 くか ら教 えるとい う
こ とで あった。1年 間 に600宇を教 える、
5。結 び
文字の教 え方 を取 り上 げて,日本語教授法の基本問題 について述ぺたつ
もりである。言わんとす るところは,文字 をどう教 えるかということの前
に,文字 をなぜ教えるかについて考えてみようとい うことである。どうし
ても文字.を教えなければならないとすれば,方 法を考えなけれ ばな らな
い。.そこで文字の教え方についての砺究がなされ,教 授法が工夫 され る。
教授法全般にっいても同 じことが言えると思 う。どう教 えるかを考える前




えると・ ともす ると,振 り回されて主体性を失 うことになる.両者の目的
をふたつ とも遂げる方法 を考えなければならない。そのような方法 を打ち
出すのは容易ではないと思 う。 しかし,それをあえて行 なおうとするとこ
ろに進歩が期待できるのではないだろうか。
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